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発表を終 えて
第146回 日文研 フォーラムが行われた1月15日 は、足場の悪い 日にも
かかわらず大勢の来聴者が集 まって くださいました。 なに よりも、信
濃の国か らも萢子(親 旧 ・古い友人)が 来 て くれたことは とても嬉 し
いこ とであ りました。この 日は、例年な ら 「成人の日」 という 「国民
の祝 日」であるはずであ りました。その 「成人の 日」が制定 されたの
は、いまか ら、53年 前の1948年7月 であ ります。二十歳 になった若者を
成人として認め、 これか ら責任 のあ る大人 として、社 会の一員 として
の 自覚 をもつ ことを記念すべ き日であ ります。その 「成人 の 日」 が
2000年 か ら祝 日に関連す る法案が改正 され、1月 の第2月 曜 日になった
のです。
私 は日文研 フォーラムが行われた2002年1月15日 を私だけの 「成人
の 日」 として位置づけたいのです。そ うい えば、韓国には 日本で行わ
れているような成 人式や祝 日としての 「成人の 日」はあ りません。そ
のため私 は成人式 を した ことが ないのです。私はその成人式 を遅れな
が ら一一般 の来聴者 と友人たちの前で研究者 としての 「成人式」を行っ
たと思ってい ます。 この成人式において、 日本 に来てか ら10数 年を超
える留学生生活に終止符を打つ、その代わ りに、韓国の近代宗教 と日
本の近代宗教を比較する研究者 として紹介 されました。恥ずか しなが
らも私の成人式 は、 ひよこの研究者 として、今 まで私 が行 って きた研
究成果の一部を発表する形 で行われま した。今思 うに、 フォーラムと
い う成人式で、何か を伝 えることがいかに難 しい ものであ るかを改め
て学ぶことにな りました。
この日文研 フォー ラムをもって、私 は一人前の研究者であることの
自覚 と、責任があ る社会の一員であることを体験 しま した。本 当に貴
重な経験 をさせていただいた と思 います。そ して、 これか らは"研 究
者です よ、 と名乗 って もいいかな"と 思 うように もな りました。 こう
いった研究者 としての 「成人式」 を与 えて くれた 日文研 に感謝 しなけ
ればな りませ ん。 またその場において、わたしの成人式の後見人 とし
て、これ まで指導 をして くだ さった園田英弘先生が、私の発表 にコメ
ン トをして ください ました。そのことにつ いて もこの機会を通 じて感
謝の意 を表します。
タ 易踏
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日文研フォーラム開催一覧
痼 年 月 日 発 表 者 ・テ ー マ 丶
1
62.10.ユ2
(1987)
入1乙蕊臨とあ『V入Lろう入(ピ サ大学助教授)
「近代 日本の社会移動に関する一、二の考察」
エ ン ゲ ル ベ ル ト ・ヨ リ ッ セ ン
2
62.12.11EngelbertJORIβEN(日文研客員助教 授)
「南蛮時代の文書の成立と南蛮学の発展」
③ 63.2.19
(1988)
リ ー ト ン プ ソ ンA
LeeA↑HOMPSON(大 阪大学助手)
「大相撲の近代化」
フ ォ ス コ ・ マ ラ イ ー 二
4
63.4.19FoscoMARAINI(日文研 客員教授)
「庭園に見る東西文明のちがい」
駁)NGWhiChn
⑤ 63.6.14宋 彙七(慶 北大学校師範大学副教授)
「大塩平八郎研究の問題点」
セ ッ プ ・ リ ン ハ ル ト
6
63.8.9 SeppLINHART(ウィー ン大学 教授)
「近世後期 日本の遊び一拳を中心に一」
ス ー ザ ンJ.ネ イ ピ ァ
⑦ 63。10.11 SusanJ.NAPIER(テキサ ス大 学助教授)
「近代 日本小説 における女性像一現実 と幻想」
ジ ェ ー ム ズCド ビ ン ズ
⑧ 63.12.ユ3 JamesCD6BBINS(オベ リン大 学助教授)
「仏教に生 きた中世の女性一恵信尼の書簡」
⑨ 元.2.14
(1989)
YANAnSheng
厳 安生(北 京外国語学院日本語学部助教授)
「中国人留学生の見た明治日本」
⑩
元.4.11
LIUJingwen
劉 敬文(遼 寧大学日本研究所副所長)
「教育投資と日本の戦後経済高度成長」
⑪
一
兀.5.9 §彪a盃e蕊 乎(オ ベリン大学助教授)
「中世京都における土倉酒屋一都市社会の自由とその限界一」
HSIAGang
⑫
一
兀.6.13
夏 剛(京 都工芸繊維大学助教授)
「インタビュー ・ノンフィクションの可能性一猪瀬直樹著 『日
叉 本凡人伝』を手掛かりに一」 ノ
〆
⑬
一
兀.7.11
(1989)
査,磁 δk(楓 諭(東 漱 学助教授)丶
「国家神道を考える」
⑭
一
兀.8.8 1～1赫'盛褒品(ソ 連科学アカデ ミー ・世界文学研究所教授)
「近代日本文学研究の問題点」
ハ ル ト ム ー ト0,ロ ー タ ー モ ン ド
⑮
一
兀.9.12 HartmutO.ROTERMUND(フラ ンス国立高等 研究 院教授)
「江戸末期における疫病神と疱瘡絵の諸問題」
⑯
一
兀.10.3
WANGXiang-rong
汪 向榮(中 国中日関係史研究会常務理事 ・日文研客員教授)
「弥生時期日本に来た中国人」
ジ ェ フ リ ー ・ブ ロ ー ド ベ ン ト
⑰
一
兀.11.14 JeffreyBROADBENT(ミネ ソタ大学助 教授)
「地域開発政策決定過程を通 してみた日米社会構造の比較」
⑱ 元.12.12 重r琵絶12査孟 苧(フ ランス国立科学研究所助教授)
「日本の国際化の展望 と外国人労働者問題」
ス ミ エ ・ ジ ョ ー ン ズ
⑲
2.1.9
(1990)
SumieJONES(イ ンデ ィアナ大学準教授)
「レ トリック としての江戸」
カ ー ル ・ ベ ッ カ ー
⑳ 2.2.13 CarlBECKER(筑 波大学哲学思想学系外国人教師)
「往生一 日本の来生観と尊厳死の倫理」
グ ラ ン トKグ ッ ド マ ン
⑳ 2.4.10 GrantK.dOODMAN(カンザ ス大学教 授 ・日文研客員教授)
「忘れられた兵士一戦争中の 日本に於けるイン ド留学生」
イ ア ン ・ ヒ デ オ ・ リ ー ビ
2.5.8 IanHideoLEVY
22 (スタンフォー ド大学準教授 ・日文研客員助教授)
「柿本人麿と日本文学における 『独創性』について」
リ ヴ ィ ア ・ モ ネ
23
2.6.12 LiviaMONNET(ミネ ソタ州立大学 助教授)
「村上春樹:神 話の解体」
⑳ 2.7.10
LIGuodong
李 国棟(北 京連合大学外国語師範学院日本語学部講師)
「魯迅の悲劇 と漱石の悲劇一文化伝統からの一考察一」
⑮ 2.9.11
MAXing-guo
馬 興国(遼 寧大学日本研究所副所長 ・日文研客員助教授)
「正月の風俗一中国 と日本」
⑳ 2.10.9
ク ラ フ トケ ネ ス
KennethKRAFT(リー ハ イ大学 助教授)
殴 「現代 日本における仏教 と社会活動」 ノノ
r
27
2.11.13
(1990)
入灘 曲 諭 臨 カイ。大轜 師)丶
「義経文学 とエジプ トのべーバルス王伝説における主従関係の
比較」
⑱ 3.1.8
(1991)
ア ラカ レ ル ・ ブ イ
KarelFIALA(カ レル大学日本学科長 ・日文研客員助教授)
「言語学か らみた 『平家物語 ・巻一』の成立過程」
⑳ 3.2.12
ア レ ク サ ン ド ルA,ド ー リ ン
AleksandrA.DOLIN
(ソ連科学アカデ ミー東洋学研究所上級研究員)
「ソビエ ットの日本文学翻訳事情一古典か ら近代まで一」
30
3.3.5
一 べP .カ ウ テ ル トウ イ
WybeP.KUITERT(ワー ゲ ニンゲ ン大 学研究 員)
「バ ロ ック ・ヨーロ ッパの 日本庭 園情報一 ゲオ ルグ ・マ イステ
ルの旅一」
⑳ 3.4.9
ミ コ ワ イ ・ メ ラ ノ ビ ッ チ
MikoねjMELANOWICZ
(ワルシャワ大学教授 ・日文研客員教授)
「ポーランドにおける谷崎潤一郎文学」
32
3.5.14
ベ ア ト リ スM.ボ ダ ル ト ・ ベ イ リ ー
BeatriceM.BODART-BAILEY
(オース トラリア国立大学 リサ ーチフェロー ・日文研 客員助教授)
「三百年前 の京都一 ケ ンペ ルの上洛記録」
⑳ 3.6.11
サ ト ヤB,ワ ル マ
SatyaB.VERMA
(ジ ャワハ ルラール ・ネール大学教授 ・日文研客 員教授)
「イ ン ドにお ける俳 句」
34
3.7.9
ユ ル ゲ ン ・ ベ ル ン ト
JUrgenBERNDT(フ ンボル ト大学教授 ・日文研客員教授)
「ドイツ統合 とベルリンにおける森鴎外記念館」
⑳ 3.9.10
ル ドM.シ ー キ ン スド ナ
DonaldM.SEEKINS(琉球大学助教授)
「忘 れ られた アジアの片隅一50年 間の 日本 とビルマ の関係」
⑳ 3.10.8
WANGXiaoPing
王 曉平(天 津師範大学助教授 ・日文研客員助教授)
「中国詩歌における日本人のイメージ」
⑳
乂
3.11.12
SHINYong-tae
辛 容泰(東 国大学校文科大学教授 ・日文研来訪研究員)
「日本語の起源
一 日本語 ・韓国語 ・甲骨文字との脈絡 を探 る一」 ノ
扇 3.12ユ0
(1991)
騨 飜(東 国大学校皺)丶
「古代 日本佛教 における韓国佛教の役割」
⑲ 4.1.14
(1992)
サ ウ ィ ト リ ・ ウ ィ シ ュ ワ ナ タ ン
SavitriVISHWANATHAN(デ リー大学教授 ・日文研客員教授)
「インドは日本から遠い国か?一 第二次大戦後の
国際情勢 と日本のインド観の変遷一」
40
4.3.10
ジ ャ ン=ジ ャ ッ ク ・ オ リ ガ ス
Jean-JacquesORIGAS(フランス 国立 東洋言語 文化研究所教授)
「正 岡子規 と明治の随筆」
⑪ 4.4.14
リプシェ'ボ ハ7毛 コヴア」7
Libu忌eBOHACKOVA
(プ ラハ国立博物 館 日本 美術 元キ ュ レー ター ・日文研客員教授)
「チ ェコス ロバ キ アにおける 日本美術」
42
4.5.12
ポ ー ル ・ マ ッ カ ー シ ー
PaulMcCARTHY(駿 河台大学教授)
「谷崎文学の 『読み』 と翻訳:ア メリカにおける
最近の傾向」
43
4,6.9
G.カ メ ロ ン ・ ハ ー ス ト 皿
G.CameronHURSTIH(ニ ューヨーク市立大学 リーマ ン広島
校学長 ・カンザス大学東アジア研究所長)
「兵法から武芸へ一徳川時代における武芸の発達一」
44
4.7.14
YoshioSUGIMOTO
杉本 良夫(ラ トローブ大学教授)
「オース トラリアから見た日本社会」
⑮ 4.9.8
WANGYong
王 勇
(杭州大学 日本文化研究センター教授 ・日文研客員助教授)
「中国における聖徳太子」
⑯ 4.10.13
LEEYoungGu
李 栄九(大 韓民国中央大学教授 ・日文研客員教授)
「直観 と芭蕉の俳句」
㊨ 4.ll.10
ウ ィ リ ア ムD.ジ ョ ン ス ト ン
WilliamD.JOHNSTON
(ウェスリアン大学助教授 ・日文研客員助教授)
「日本疾病史考一 『黴毒』の医学的 ・文化的概念の形成」
⑱
殴
4.12.8
マ ノ ジ ュL シ ュ レ ス タ
ManojL.SHRESTHA(甲 南大学経営学部講師)
「アジアにおける日系企業の戦略転換
一技術移転をめぐって一」 ノ
r
⑲ 5.1.12
(1993)
丶
PARKJung-Wei
朴 正義(圓 光大学校師範大学副教授 ・日文研来訪研究員)
「キリス ト教受容における日韓比較」
マ ー テ ィ ン ・ コ ル カ ッ ト
5.2.9 MartinCOLLCUTT
50 (プリンス トン大学教授 ・日文研客員教授)
「伝説 と歴史の問一北條政子 と宗教」
YoshiakiSHIMIZU
⑪ 5.3.9
清 水 義 明(プ リンス トン大学マ ーカ ン ド栄誉教授)
「チ ャール ズL.ブ リアー(1854～1919)と ブ リアー美術館
一 米 国の 日本美術 コ レクシ ョンの一例 として一 」
KIMChoonMie
⑫ 5.4.13 金 春美(高 麗大学校教授 ・日文研来訪研究員)
「日本近代知識人の思想 と実践一有島武郎の場合一」
タ キ エ ・ ス ギ ヤ マ ・ リ プ ラ
5.5.11 TakieSUGIYAMALEBRA(ハワイ大学 教授)
53 「皇太子妃選択の象徴性
一旧身分文化 との関連を中心 として一」
5.6.8
H.W.KANG
姜 希雄(ハ ワイ大学教授 ・日文研客員教授)
54 「変革 と選択:10世 紀の日本 と朝鮮
一科挙制度をめぐって一」
ツ ベ タ ナ ・ ク リ ス テ ワ
⑮ 5.7.13 TzvetanaKRISTEVA(ソフ ィア大学教 授 ・日文研客 員教 授)
「涙の語 り一平安朝文学の特質一」
⑯ 5.9.14
KIMYong-Woon
金 容雲(漢 陽大学教授 ・日文研客員教授)
「和算 と韓算を通してみた日韓文化比較」
⑰ 5.10.12
オ ロ フ リ デ ィ ンG.
OlofGLIDIN(コ ペ ンハ ーゲ ン大学教授 ・日文研 客員教授)
「徳川時代思想における荻生徂徠」
マ ヤ ・ ミ ル シ ζ ス キ 　
⑱ 5.11.9
MajaMILCINSKI
(ス ロベニア ・リュブ リアナ大学助教授 ・日文研 客員助 教授)
「無常観の東西比較」
ウ ィ リ ー ・ ヴ ァ ン ド ゥ ワ ラ
5.12.14WillyVANDEWALLE
59 (ベ ルギ ー ・ルー ヴァン ・カ トリック大学教授 ・日文研客員教授)
「日本 ・ベルギー文化交流史一南蛮美術から洋学 まで一」
噌
6.1ユ8
(1994)
ン ・ ホ ル マ ンマ ー テ ィJ.
J.MartinHOLMAN(ミシガ ン州立大学連合 日本 セ ンター所 長)
「自然 と偽作一井上靖文学における 『陰謀』一」 ノ
〆 藪。垂。℃靄 面V入 丶
61
62.8 (ロシア科学アカデミー東洋学研究所研究員)
(ユ994) 「外か ら見た日本文化 と日本文学
一俳句の可能性 を中心に一」
オ ギ ュ ス タ ン ・ ベ ル ク
6.3.8 AugustinBERQUE
62 (フランス ・社会科学高等研究院教授 ・日文研客員教授)
「和辻哲郎の風土論の現代性」
リ チ ャ ー ド ・ ト ラ ン ス
⑱ 6.4.12 RichardTORRANCE(オハ イオ州立大 学助教授)
「出雲地方に於ける読み書 き能力 と現代文学、1880～1930」
シ ル バ ー ノD.マ ヒ ウ ォ
6.5.10 SylvanoD.MAHIWO
64 (ブイリピン大学 アジアセンター準教授)
「フィリピンにおける日本現状紹介の諸問題」
LIUJlanHui
65
6.6.14 劉 建輝(南 開大学副教授 ・日文研客員助教授)
「『魔都』体験:一文学における日本人と上海」
チ ャ ー ル ズJ.ク イ ン
6.7.12 CharlesJ.QUINN
66 (オハイオ州立大学準教授 ・東北大学客員教授)
「私の日本語発見一王朝文を中心 に一」
フ ラ ン ソ ワ"マ 勺
6.9.13 FrangoisMACE
67 (フランス国立東洋言語文化研究所教授 ・日文研客員教授)
「幻の行列一秀吉の葬送儀礼一」
JIAHui-xuan
⑱ 6.11.15賈 意萱(北 京大学助教授 ・日文研客員助教授)
「中日比較食文化論一健康的飲食法の研究一」
PENGFei
69
6.12.20彭 飛(日 本学術振興会特別研究員)
「日本語の表現か らみた一異文化摩擦のメカニズムー」
ミハ イ ルV,ウ ス ペ ン ス キ ー
MichailV.USPENSKY
⑳ 7.1.10 (エルミタージュ美術館学芸員 ・日文研客員助教授)
(1995)「根付一 ロシア ・エ ル ミター ジュ美術 館の コ レクシ ョン
を中心に一」
YANShaoDang
⑪ 7.2.14
厳 紹 盪(北 京大学教授 ・日文研客員教授)
「記紀神話における二神創世の形態一束アジア文化 とのか
叉 かわ り『」 ノ
偏 7.3.14
(1995)
野 搬(南 開大学搬 日文研客員鰕)丶
「渋沢栄一の 『論語算盤説』と日本的な資本主義精神」
⑬ 7.4.11
ア リ ソ ン ・ ト キ タ
AlisonTOKITA
(モナシュ大学助教授 ・日文研客員助教授)
「日本伝統音楽における語 り物の系譜一旋律型を中心に一」
⑭ 7.5.9
リ ュ ド ミー ラ・エ ル マ コ ー ワ
LioudmilaERMAKOVA
(ロシア科学アカデミー東洋学研究所極東文学課長)
「和歌の起源一神話 と歴史一」
75
7.6.6
バ トリ シ ア ・フ ィ ス タ ー
PatriciaFISTER(日 文研客 員助 教授)
「近世 日本の女性画 家た ち」
76
7.7.25
CIIOIK且1-Sung
崔 吉城(広 島大学総合科学部教授)
「『恨』の日韓比較の一考察」
⑰ 7.9.26
SUDechang
蘇 徳昌(奈 良大学教養部教授)
「日中の敬語表現」
⑱ 7.10.17
LIJunYang
李 均洋(西 北大学副教授 ・日文研来訪研究員)
「雷神思想の源流と展開一 日 ・中比較文化考一」
79
7.11.28
ウ ィ リ ア ム ・ サ モ ニ デ ス
WilliamSAMONIDES
(カンザス大学助教授 ・日文研客員助教授)
「豊臣秀吉と高台寺の美術」
⑳ 7.12.19
タ チ ヤ ー ナL.ソ コ ロ ワ=デ リ ュ ー シ ナ
TatyanaLSOKOLOVA-DELYUSINA
(翻訳 家 ・日文研来 訪研 究員)
「俳句 の国際性一西 欧の俳句 についての一 考察一 」
81
8.1.16
(1996)
ジ ョ ン ・ ク ラ ー ク
JohnCLARK(シ ドニー大学助教授 ・日文研客員助教授)
「日本の近代性 とアジア:絵 画の場合」
⑳ 8.2.13
ジェイ・ル ー ビ ン
JayRUBIN(ハ ーバ ー ド大学教授 ・日文研客 員教授)
「京の雪、能 の雪」
83
叉
8.3.12
イ ザ ベ ル ・ シ ャ リ エ
IsabelleCHARRIER(神 戸大学国際文化学部外国人教師)
「日本近代美術史の成立一近代批評における新語一」 ノ
r
⑭ 8.4.16
(1996)
謡 舳 蝋'丶
(ニューキャッスル大学教授 ・日文研客員教授)
「日本近代文芸におけるゴシック風小説」
⑳ 8.5.28
マ ー ク ・コウデ ィ・ポ ー ル ト ン
MarkCodyPOULTON
(ヴィク トリア大学助教授 ・日文研客員助教授)
「能における 『草木成仏』の意味」
⑳ 8.6.11
フ ラ ン シ ス コ ・ハ ビ エ ル ・ タ プ レ ロ
FranciscoJavierTABLERO(慶應義塾 大学訪 問講師)
「社会 的構築物 と しての相撲」
87
8.7.30
シル ヴ ァン・ ギ ニ ヤ ー ル
SilvainGUIGNARD(大 阪学院大学助教授)
「筑前琵琶一文化を語る楽器」
88
8.9.10
ハ ー バ ー トE ,プ ル チ ョ ウ
HerbertE.PLUTSCHOW
(カ リフォルニア大学 ロサ ンゼルス校教授 ・日文研 客員教授)
「怨霊の領域」
⑳ 8.10.1
WANGXiu-wen
王 秀文(東 北民族学院助教授 ・日文研客員助教授)
「シャクシ ・女 ・魂
一 日本におけるシャクシにまつわる民間信仰一」
90
8.11.26
WANGBaoPing
王 宝平
(杭州大学 日本文化研究所副所長 ・日文研客員助教授)
「明治期に来 日した中国人の外交官たちと日本」
⑳ 8.12.17
CHENShenBao
陳 生保(上 海外国語大学教授 ・日文研客員教授)
「中国語の中の日本語」
⑫ 9.1.21
(1997)
ア レ キ サ ン ダ ーN,メ シ ェ リ ャ コ フ
AlexanderNMESHCHERYAKOV
(ロシア科学アカデミー東洋学研究所教授 ・日文研来訪研究員)
「奈良時代の文化 と情報」
93
9.2.18
KW賑Young-Cheol
郭 永詰(韓 国 ・漢陽大学文科大学長 ・日文研客員教授)
「言語から見た日本」
⑭
殴
9.3.18
マ リ ア ・ ロ ド リ ゲ ス ・デ ル ・ア リ サ ル
MariaRODRIGUEZDELALISAL(スペ イ ン ・マ ドリー ド国
立外国語学校助 教授 ・日本学研 究所所 長)
「弁当と日本文化」 ノ
r
⑮ 9.4.15
(1997)
艫,嫉 融Rλ(カ リフォルニア大学。サンゼルス校羸
授 ・日文研客員助教授)
「弱 き思惟一解釈学の未来を見なが ら」
デ ニ ス ・ ヒ ロ タ
DennisHIROTA(京 都浄土真宗翻訳シリーズ主任翻訳家 バ
⑳ 9.5.13
一クレー仏教研究所準教授)
「日本浄土思想 と言葉
一 なぜ一遍が和歌を作 って、親鸞が作 らなかったか」
ヤ ン 巳 ち コ ラ
⑰ 9.6.10
JanSYKORA
(チェコ ・カレル大学助教授 ・日文研客員助教授)
「近世商人の世界一三井高房 『町人考見録』を中心に一」
Kinya爲urRUTA
9.7.8 鶴田 欣也
98 (ブリティッシュコロンビア大学教授 ・日文研客員教授)
「向こう側の文学一近代からの再生一」
ポ ー リ ン ・ ケ ン ト
⑳ 9.9.9 PaulineKENT(龍 谷大学助教授:)
「『菊 と刀』のうら話」
セ オ ド ア ・ウ ィ リ ア ム ・ グ ー セ ン
9.10.14TheodoreWilliamGOOSSEN
100 (ヨーク大学準教授 ・日文研客員助教授)
「『日本文学』とは何か一21世 紀に向かって」
KIMUchang
金 禹昌(高 麗大学校文科大学教授 ・日文研客員教授)
リヴ ィア ・ モ 不
LiviaMONNET
(モン トリオール大学準教授 ・日文研来訪研究員)
カ ー ル ・モ ス ク
⑪
9.11.11CarlMOSK(ヴ ィク トリア大学教授 ・日文研 客員教 授)ヤ ン ・ シ コ ラ
裏購ρ罵g罫A(カ レル大学助教授 ・日文研客員助教授)
鶴田 欣也
(ブリティッシュコロンビア大学教授 ・日文研客員教授)
パネ ルデ ィス カッシ ョン
「日本および日本人一外か らのまなざし」
ジ ョ ナ ・サ ル ズ
102
9.12.9 JonahSALZ(龍 谷大学助教授)
「猿から尼まで一狂言役者の修業」
KANGShin-pyo
10.1.13姜 信杓
103
(1998)(仁済大学校人文社会科学研究所教授 ・日文研客員教授)
叉 「京都考見録:韓 国文化人類学者の経験」 ノ
/'
⑭
10.2.10
(1998)
欝 嬾(山 東大学教授.日嫺 額 教授)丶
「中世禅林の異端者一一休宗純 とその文学」
シュテファン・カ イ ザ ー
105
10.3.3 StefanKAISER(筑 波大学教授)
「和魂漢才、和魂洋才一語彙 ・表記に見る日本文化の特性」
ス ミ エA.ジ ョ ー ン ズ
10.4.7 SumieA.JONES
106 (インディアナ大学教授 ・日文研客員教授)
「幽霊と妖隆の江戸文学」
リヴ ィア ・ モ ネ
10.5.19LiviaMONNET
107 (モントリオール大学準教授 ・日文研来訪研究員)
「映画と文学の間に一金井美恵子の小説における映画的身体」
Hiroshi㎜q
⑱
10.6.9 島崎 博(レ スブリッジ大学教授 ・日文研客員教授)
「化粧の文化地理」
10.7.14
PeipeiQIU
丘 培培(バ ッサー大学助教授 ・日文研来訪研究員)
⑱ 「なぜ荘子の胡蝶は俳諧の世界に飛ぶのか
一詩的イメージとしての典故一」
プ ル ー ノ ・ リ ー ネ ル
10.9.8 BrunoRHYNER(チュー リ ッヒ大学講 師 ・ユ ング派精 神分析
110 家 ・日文研客員助教授)
「日本の教育がかかえる問題点」
ア ハ マ ド ・ムハマ ド・ファトヒ・モスタファ
10ユ0.6
AhmedM.F.MOSTAFA
⑪ (カイロ大学講師 ・日文研客員助教授)
「『愛玩』一安岡章太郎の 『戦後』のはじまり」
ア リ ソ ン・ ト キ タ
10.11.10AlisonMcQUEEN-TOKITA
⑫ (モナシュ大学助教授 ・日文研客員助教授)
「『道行き』と日本文化一芸能 を中心に」
グ レ ン ・フ ッ ク
10ユ2.8 GlennHOOK
113 (シェフィール ド大学教授 ・東京大学客員教授)
「地域主義の台頭 と東アジアにおける日本の役割」
DUQin
杜 勤
⑭
11.1.12
(1999)
(華東師範大学助教授 ・華東師範大学外国語学院
第2学 部副学部長 ・日文研客員助教授)
叉 「『中』のシンボリズムについて一宇宙論からのアプローチ」 ノ
r
115
11.2.9
(1999)
§h乙i紬iT貢 丶
(ボス トン大学助教授 ・日文研客員助教授)
「日本の民主主義一沖縄か らの挑戦」
⑯
11.3.16
エ ドウ ィンA .ク ラ ン ス ト ン
EdwinA.CRANSTON
(ハーバー ド大学教授 ・日文研客員教授)
「うたの色々:翻 訳は詩歌の詩化または死化?」
⑰
11.4.13
ウ ィリ ア ム 」.タ イ ラ ー
WilliamJ.TYLER
(オハイオ州立大学助教授 ・日文研客員助教授)
「石川淳著 『黄金傳説』その他の翻訳について」
⑱
11.5.11
KIMJiKyun
金 知見(韓 国 ・仏教教育大学大学院長 ・日文研客員教授)
「内藤湖南先生の眞蹟一高麗太祖顕陵詩」
119
ll.6.8
マ リ ア ・ヴォ イヴォデ ィ ッチ
MarijaVOJVODIC
(モンテネグロ共和国政府民営化推進部外資担当課長 ・
日文研客員助教授)
「言葉いろいろ一 日本の言葉に反映された文化の特徴」
⑳
ll.7ユ3
ザ環 ・睾掌 韆
(米国 ・ケ ドレン精神衛生セ ンター箱庭療法 トレーニ ングコン
サルタント・日文研客員助教授)
「心理臨床の場に映った私生活の中の暴力と社会の中の暴力」
⑪
ll.9.7 SONGMin宋 敏(韓 国 ・国民大学校文化大学学長 ・日文研客員教授)
「明治初期における朝鮮修信使の日本見聞」
122
11.10.12
ジ ャ ンーノエ ル ・A.ロ ベ ー ル
Jean-NoelA.ROBERT
(フ ランス ・パ リ国立高等研 究 院教授 ・日文研客 員教授)
「二 十一世紀 の漢文一 死語 の将来一」
⑱
ll.ll.16
ヴ ラデ ィスラ プ・ニ カ ノ ロ ヴ ィ ッ チ ・ゴ レ グ リ ャ ー ド
VladislavNikanorovichGOREGLIAD
(ロ シア科学 アカデ ミー東 洋学研究所 サ ンク トペ テル ブル ク
支部極 東部長 ・日文研客 員教授)
「鎖 国時代 のロシア にお け る 日本水 夫た ち」
迎
11.12.14
X.JieYANG
楊 暁捷(カ ルガリー大学準教授 ・日文研客員助教授)
「鬼のいる光景一絵巻 『長谷雄草紙』を読む一」 ノ
r
12.1.11査温 瓠虎齢(日 文研中核的研究機関研獺)丶
⑮ (2000)「年末 ・年始の聖なる夜一西欧 と日本の年末 ・年始の行事の比較的研究」
LEEEungSoo
⑱
12.2.8 李 応寿(世 宗大学校副教授 ・日文研客員助教授)
「東アジア獅子舞の系譜一五色獅子 を中心に一」
ア ン ナ マ リ ア ・ ト レ ー ン ハ ル ト
12.3.14Anna:MariaTHRANHARDT
127 (デュッセル ドルフ大学教授 ・日文研客員教授)
「皇室と日本赤十字社の始 まり」
ペ ッ カ ・ コ ル ホ ネ ン
12.4.llPekkaKORHONEN
⑱ (ユワスクラ大学教授 ・日文研客員助教授)
「アジアの西の境」
KIMJcongRye
129
12.5.9 金 貞禮(国 立全南大学校副教授 ・日文研客員助教授)
「五 ・七 ・五、 日本 と韓国」
ケ ネ スL.リ チ ャ ー ド
KennethL.RICHARD
⑭
12.6.13(県立長崎シーボル ト大学教授 ・日文研客員教授)
「出島一長崎一 日本一世界 憧憬の旅
サダキチ ・ハル トマン(1867-1944)と 倉場富三郎(1871-1945)」
リ ュ ド ミ ラ ・ホ ロ ド ヴ ィ ッ チ
12.7.llLyudmilaHOLODOVICH
131 (ソフィア大学助教授 ・日文研客員助教授)
「お盆 と正教の五旬祭一比較的なアプローチー」
マ ー ク ・ メ リ
⑫
12.9.12MarkMELI(日 文研外来研究員)
「『物のあはれ』とは何なのか」
リ チ ャ ー ド・ル ビ ン ジ ャ ー
12.10.10RichardRUBINGER
133 (インディアナ大学教授 ・日文研客員教授)
「読み書きで きなかったのは誰か一明治の日本」
SHlNYong-tae
⑭ 12ユ1.14
辛 容泰
(東国大学校日本学研究所研究員・日文研客員教授)
「日本 語の 『カゲ(光 ・蔭)』外一 日本文化 の ルーツ を探 る一」
CAIDunda
12.12.12蔡 敦達
135 (同済大学 日本学研究所助教授 ・日文研客員助教授)
又 「中国文人が観た明治 日本一旅行記を読む一」 ノノ
福 13.2.6
(2001)
畆,臨 醺(日 文研中核的研究黼 研獺)丶
「長者の山一近世的経営の日欧比較一」
ポ ー ル ・S.グ ロ ー ナ ー
13.3.6 PaulS.GRONER
137 (ヴァージニア大学教授 ・日文研客員教授)
「仏教の戒律 とは何か?」
⑱
13.4.10
LIZhuo
李 卓(南 開大学教授 ・日文研客員教授)
「中日姓名の比較について一親族の血縁性 と社会性一」
エ ッ ケ ハ ル ト ・ マ イ
⑲
13.5.8EkkehardMAY
(フ ランクフル ト大学教授 ・日文研客 員教授)
「西洋における俳句の新しい受容へ」
XUSubin
⑩
13.6.12徐 蘇斌(日 文研外国人研究員)
「中国現代建築の成立基盤一留日建築家 ・趙冬 日と人民大
会堂一」
ヘ ン リ ーD.ス ミ ス
13.7ユ0 HenryD.SMITH,H
141 (コロンビア大学教授 日文研外国人研究員)
「忠臣蔵再考一四十七士の三百年一」
ジ ョ ナ サ ンM.オ ー ガ ス テ ィ ン
⑫
13.9.18JonathanM.AUGUSTINE(日文研外 来研 究員)
「聖人伝 、高僧伝 と社会事業一 古代 日本、 ヨー ロッパ の高
僧 を中心 に一 」
ア レ ク サ ン ダ ー ・ ボ ビ ン
13.10.9AlexanderVOVIN
143 (ハワイ大学準教授 ・日文研客員助教授)
「日韓上代言語域:神 と国と人 と」
GUANWenNa
13.ll.13官 文娜(日 文研外国人研究員)
144 「日本社会における 「近親婚」 と中国の 「同姓不婚」 との
比較」
チ グ サ キ ム ラ ス テ ィ ー プ ン
13.12.11ChigusaKIMURA-STEVEN
145 (ニュージーランド・カンタベリー大学準教授・日文研外国人研究員)
「大庭みな子『三匹の蟹』:ミニスカー ト文化の中の女 と男」
SHINChangHo
⑫
14.1.15
(2002)
申 昌浩(日 文研中核的研究機関研究員)
「親日仏教と韓国社会」 ノ
r
14.2.12畆、§i盖五i巨副 。畆1丶
147 (ウェスタン ワシン トン大学準教授 ・日文研外国人研究員)
「近代詩における擬声語について」
JEONGHyeKyeong
鄭 惠卿14.3.12
148 (世宗大学校人文科学大学副教授 ・日文研外国人研究員)
「日韓言語文化の比較一語る文化と語 らぬ文化一」
マ ッ シ ュ ー フィリップ マ ッ ケ ル ウ ェ イ
14.4.9 MatthewPhilipMcKELWAY
149 (ニューヨーク大学助教授 ・日文研外国人研究員)
「初期洛中洛外図の人脈と武家作法一三条本 を中心に一」
LEEKwangJoon
14.5.14李 光濬
150
(2002)(東西心理学研究所所長 ・日文研外国人研究員)
「禅心理学的生命観」
⑪
14.6.11
LUYi
魯 義
(中国 ・北京外国問題研究会教授 ・日文研外国人研究員)
「中日関係 と相互理解」
アレ クシア ボ ロ
14.7.9 AlexiaBORO
152 (イタリア カ ・フォスカリ大学助手 ・日文研外 国人研究員)
「建物と権カー明治初期の東京の建築について」
YEEMihm
14.9.10李 美林
153 (日文研外国人研究員)
「近世後期 『美人風俗図』の絵画的特徴一 日韓比較一」
マ ル ク ス リ ュ ッ タ ー マ ン
14.10.8MarkusRUETTERMANN
154 (国際日本文化研究センター 外国人研究員)
「伝授かあ伝統へ一中 ・近世日本における 「啓蒙」の一面について」
KIMMoonGil
14.ll.5金 文吉
155 (韓国・釜山外国語大学校教授 ・国際日本文化研究センター 外国人研究員員)
「神代文字と日本キリス ト教一国学運動 と国字改良」
ス ー ザ ン バ ー ン ズ
14.12.10SusanL.BURNS
156 (米 ・シカゴ大学 準教授 ・国際日本文化研究センター 外国人研究員員)
殴 「問題化された身体一明治時代における医学と文化」 ノ
○ は報 告 書 既刊
なお 、 報 告 書 の全 文 をホ ー ムペ ー ジで見 る こ とが 出来 ます。
http://www.nichibun.acjp/dbase/forum.htm
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■ 日時
2002年1月15日(火)
午後2時 ～4時
■ 会場
国際交流基金 京都支部

